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２０１４年度 早稲田大学大学院法務研究科

法学既修者試験 論述試験

民 法

（ 問 題 ）

問題１（75 点）

Ａは日本製の乗用車甲を所有していたが、自動車販売業者Ｂの営業店舗で展示されていたイタリア製の中古

車乙を気に入り、Ｂから代理権限を与えられていたＢの従業員Ｃとの間で、乙の購入のための契約交渉を開始

した。2013 年 7 月 10 日、Ａ・Ｂ間において売買契約が締結された。この契約において、乙の売買価格は 350

万円であるが、Ｂは甲を 50 万円で下取りし、Ａが実際にＢに支払うべき代金額は 300 万円とすること、乙の

引渡しは同年 8 月 20 日にＢの営業店舗で行われること、Ａは乙の引渡しを受けるのと引換えに代金 300 万円

を支払い、甲をＢに引き渡すことが合意された。

以上の事実関係を前提として、（１）および（２）に解答しなさい。なお、（１）と（２）は独立した問いで

ある。

（１）乙は引渡しの当日までＢの営業店舗において保管されることとなっていたが、2013 年 8 月 10 日の深

夜に、何者かがＢの営業店舗に侵入し、乙を盗み出した。履行期日が到来しても、乙の所在は不明のま

まである。この場合、Ａ・Ｂ間の法律関係はどうなるか。（35 点）

（２）乙はもともとＤの所有する車であったが、Ｄが乙を運転中に他の車に追突され、この事故により乙の

後部に損傷が生じた。ＢはＤから乙をその状態で買い受け、乙の損傷部分を完全に修理した。この修理

により、事故による損傷の影響は除去され、乙の走行性能にも問題はなかった。しかし、乙が事故車で

あることにより、その市場価格は 250 万円程度となっている。

Ｃは、乙が事故車であり、この事故歴によって乙の市場価格が低下していることを認識しつつ、乙に

は事故歴がないことをＡに伝え、Ａはこれを前提として売買契約を締結した。

Ｃの説明が虚偽であったことを後に知ったＡは、Ｂに対して、どのような法的根拠に基づいて、どの

ような権利を行使することができるか。（40 点）

問題２（75 点）

Ａ男は 1983 年にＢ女と婚姻し、1985 年にＢとの間に長男Ｃが生まれている。Ａは、小規模の出版会社Ｄ

を個人的に経営していた。Ｄにおいては、Ａが唯一の代表取締役を務めており、ＡはＤにとって余人をもって

代えられない存在であった。Ａは、1995 年頃にＢと事実上の離婚状態となり、その後、2002 年頃にＥ女と親

密な関係になって 10 年以上にわたりＥと事実上の夫婦同様の関係で暮らしてきた。
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2013 年 1 月、Ａが青信号で横断歩道を渡ろうとしたところ、Ｆの運転する車がＦの前方不注意により、赤

信号であることに気づかずに横断歩道に突っ込み、Ａをはねた。

以上の事実関係を前提として、（１）および （２）に解答しなさい。なお、（１）と（２）は独立した問い

である。また、自動車の運行供用者責任についての検討は不要である。

（１）Ａは、この交通事故により 6 か月の入院を要する重傷を負い、この間、Ｄの営業に携わることができ

ず、Ｄの営業利益に多大な損失が生じた。この場合に、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、それぞれＦに対してど

のような請求をなしうるか。（35 点）

（２）Ａは、この交通事故により死亡した。この場合に、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、それぞれＦに対してどのよう

な請求をなしうるか。（40 点）

〔以下余白〕


